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1
. 緒言

子 どもの成長 は
､ 遺伝と環境に影響されるが

､
そ の 相対的な重要性は成長段階に よ っ

て 異なる
｡

こ の こ と は ､ 同 じ遺伝的背景 を共有 し異なる環境 で生活す る集団 の 成長を比

較 した研究か ら明 らか にされ
､ 成長段階 の 中で も思春期前は

､ 環境 の影響を受 けやす い

時期 で ある
｡

一 方
､
思春期後 の 成長 に対する環境 の 影響 に つ い て は一 貫 した研究結果が

得 られ て い ない
｡

成長 に影響す る環境因子 は 多様 で あるが
､ 特に栄養素摂取量と疾病は最も重要 で ある ｡

疾病 の 中で も
､
寄生虫症 と貧血症は 開発途上 国に蔓延 し､ 成長 - の影響 が最も頻繁 に指

摘 され て きたが
､ そ の 影響が 子 どもの 成長段 階に よ っ て 異なるか否か は ほと ん ど検証さ

れて い ない
｡

内分泌環最も子 どもの 成長 に関わ る重要な因子 で ある
｡

G H は
､ 骨軟骨に対す る成長

促進作用をも つ 重要なホ ル モ ン で あり
､

そ の 作用 の 多く は I G F - Ⅰを介す る｡ ま た
､
I G トf

の 安定化や運搬に は I G F 結合 タ ン パ ク が働くが
､ 中で も血 中に最も多く存在す る の は

I G F B P - 3 で ある
｡

そ の た め
､

I G F -1 及び I G F B P-3 は ､ 成長 と の 関連にお い て研 究が蓄積

され て きた が
､ 開発途上 国にお けるデ ー

タは ほと ん どない
｡

また
､

こ れらの ホ ル モ ン は

思 春期前 の 成長に影響す る こ とが実証され て い るが
､
思春期後 の 成長 - の 影響に つ い て

は
一

貫 した結果が得 られ て お らず ､ そ の 意義 は明 らか で は な い
｡



成長 に影響を及 ぼす こ の ような諸因子 は
､ 様 々 な学問分野か ら特定 の 年齢層に つ い て

研 究され て きた た め
､ 思春期前 の 子 どもが環境 因子 の 影響 を受けやす い か に つ い て の 系

統的 な実証デ ー

タは ない
o そ の 点を 明らか にするた め には

､ 広 い年齢層 の 子 どもに対 し ､

様 々 な環境因子 の相対的な影響 を 同時に検討す る必要が ある
｡

また
､ そ の 影響を見るた

め には
､ 環境ス ト レ ス の 強い 子 どもが対象と して 適 して い る

o

本研 究は ､ イ ン ドネ シ ア の農村集 団を対象 と し て
､ 縦断的な身体計測に基 づ い て 対象

集団の 成長 パ タ ン を明 らか にす る こ と
､
及 び

､ 疾病 ･ 栄養素摂取量 ･ 成長因子 と い う成

長 - の 関連 が指摘される三 因子 の影響が
､ 成長段階 によ っ て 異なるか を検証す る こ とを

目的と した
｡

2 ｡ 対象と方法

2 - 1 . 対象地域 と対象者

対象村 は ､ イ ン ドネ シ ア
､

西 ジ ャ ワ州 ､
ボ ゴ ー ル 県に ある ス カ ジ ャ デ ィ村 で ある

｡
こ

の 村 は典型的な ス ン ダ農村 で あり ､ 人 口 は 6
,
4 3 4 人 で

､ 村人 の 9 8 % はイ ス ラ ム 教徒 で あ

る
｡

主 な生業は ､ 農業
､

小 規模商業 ､
近 郊都市 - の 出稼 ぎ労働 で あ る

｡ 村人は伝統的生

活 を維持 して お り
､
野菜や果物を洗わず に生 の まま食 べ る と い う ス ン ダ民族特有 の 食習

慣や
､

トイ レや水源 を家に持た ない と い う衛生環境は
､ 寄生 虫症の リ ス ク要因と し て 指

摘 され て きた
｡

本研究 で は ､
ス カ ジ ャ ディ 村の 1 0 集落 の うち 2 集落 を選 び

､
2 0 0 1 年 7 月 の 時点 で在

住 して い た 0 - 1 2 歳 の 子 ども 5 1 8 名を対象と した
｡

こ れ らの 子 どもの うち､
6 3 名が調

査期間中に移住 し､ 3 7 名 が採血 に同意 しなか っ たた め
､ 計 4 回の 調査全 て に参加 が得

られた 4 1 8 名 を分析対象 と した
｡

2 - 2
. 方法

フ ィ
ー ル ド ワ ー クは計 4 回行 っ た ｡ 縦断的な成長デ ー

タ を得 るた め に
､

2 0 0 1 年 7 月

( R I)
､

2 0 0 2 年 7 月 ( R II)
､

2 0 0 3 年 7 月 ( RIII) に身体計測 を行 い (計測項目 : 身長 ､

体重
､

皮脂厚 ､
上腕周囲) ､

Rl と RII
､

R II と R III の 期間成長量を求めた ｡ また ､ 2 0 0 3

年 1 0 月 か ら 2 0 0 4 年 2 月 に長期調査 を行 い
､ 食事調査 ､ 採便 ､ 採 血

､ 身体計測 ( R I V ) ､

聞き取り調 査 を行 っ た ｡
R I V の 身体計測値 は Z ス コ ア に換算 し

､
横断的な栄養状態 の 指

標 と した
｡ 食事調査 は

､
各対象者 3 日ず つ

､
3 時間毎 の 思い 出し法 (1 日に 5 回) に よ

り行 い
､

1 日 あた り の 平均栄養素摂取量を計算 した
｡ 便サ ン プ ル は ､

K at o- K at z 法 に基

づく A s c a ris lu m b ri c o id e s
,
T ric h u ris t ric h i u r a , h o o k w o r m の 卵保有数測定に

､
血液サ ン プ ル

は
､ 貧 血 の指標と し て の - モ グ ロ ビ ン

､

- マ トク リ ッ ト憶測定 ､ 成長因子 で あ る I G F 一王
､

I G F B P -3 の 測定に用い た ｡
I G F - Ⅰ

､
I G F B P - 3 は コ

- カ シ ア ン の デ ー

タ を用い て Z ス コ ア

化 した ｡ また ､ デ ー

タ解析にお い て は ､
B o gi n (1 9 9 9) の 定義 に基 づ き ､ 対象者 を成長

段 階別に分類 し た
o す なわ ち

､
6 歳以 下を c hild h o o d

､
7 - 1 1 歳 の 男子 と 7 - 9 歳の 女子
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を J u v e n ile
､

1 2 歳以 上 の 男子 と 1 0 歳以 上 の 女子 を A d ol e s c e n c e と した ｡

3 . 結果

3 - 1 ｡ 縦断的成長

対象者 の成長 パ タ ン を明らか にす るた めに
､ 平均的 な成長速度 を年齢 ･ 性別 に求 め

､

C D C 標準値と 比較 した
｡

身長 ･ 体重 の 増加 量が 最大 となる の は
､ 男子 で 1 3 歳

､ 女子 で

1 2 歳 で あ っ た
o 身長 の 増加量 は ､ 幼少期 で C D C 標準値 より少 ない が

､
男子 は 9 - l l 歳 ､

女子 は 8 歳 で
､

C D C 標準値 レ ベ ル に達 した
｡ 体重 の 増加量は ､ 男子 が 1 3 歳ま で

､ 女子

が 1 1 歳ま で C D C 標準値 を下回 っ た
｡

3 - 2
. 栄養状態 ､ 栄養素摂取量

H A Z ス コ ア が - 2 以下(st u n tin g) の 子 どもは 5 5 % ､
W A Z ス コ ア が - 2 以下( u n d e r w eig ht)

の 子 どもは 4 7 % で あ っ た
｡

エ ネル ギ ー 摂取量 の R D A (F A O / W H O / U N U
,
1 9 8 5) に対する

N A R ( n u t ri e n t a d e q u a cy r ati o) は 9 6
､

た ん ばく質摂取量 の R D A ( H a r di n s y a h et al .

,
1 9 9 0)

に対す る N A R は 8 6 で あ っ た
｡

3 - 3 . 貧血 と寄生 虫症

対象者 の 2 2 % は貧血 で あ り
､

そ の 頻度 には成長段階や性 に よる差はなか っ た
｡ 寄生

虫症 に関 して は ､ 3 1 % が A s c a ris に
､

2 3 % が T ric h u ris に陽性 で あり
､

そ の い ずれ か に

構 っ て い た子 どもは 全体 の 3 9 % であ っ た
｡ 寄生虫症 - の 罷患に つ い て も成長段 階や性

に よ る差 は見られ なか っ た Q

3 - 4 . 成長因子

I G F - Ⅰ は年齢 と ともに値が上昇 し
､

身長 の 最大成長年齢 より 1 年遅れ ､ すなわ ち ､ 男

子 で は 1 4 歳
､

女子 で は 1 3 歳 で ピ ー

ク を迎えた
o

I G F B P - 3 も年齢 に伴 っ て 値が 上昇 し
､

男子 は 1 5 歳 ､ 女子 は 1 3 歳 で ピ ー ク と な っ た
｡

I G F -I
､

I G F B P - 3 の い ずれも
､ 男子 より

女子 の ほうが 高値 で あ っ た ｡

3 - 5 . 栄養状態に影響す る要因 一 成長段階に よる比較

栄養素摂取量 と栄養状態 の相 関を成長段階と性別 に分析 した結果 ､
いく つ か の ケ

ー

ス

で有意な関連が見られた
｡ 次に

､ 貧血 の 子 どもと貧血 で ない 子 どもと で
､ 成長段 階ご と

に栄養状態 を比 較 し た結果 ､
C h ild h o o d にお い て の み貧血 の 子 どもの H A Z が低か っ た

( p < o .o 1)
o

寄生 虫症 に関 して も同様 の 結果が 得られ ､ c hild h o o d にお い て の み寄生 虫症

の 子 どもの H A Z が低 か っ た ( p < 0 .0 1)
｡

ま た
､

I G F -Ⅰ
､
I G F B P -3 の い ずれ も､ 栄養状態 と

強い 相関を示 し
､ 特に A d o le s c e n c e に お い て は非常に 高い相 関が見 られた

｡

栄養状態 に関連する諸因子 の影響が
､ 成長段階に よ っ て 異なるか否 かを検討す るた め



に
､ 性 ､ 年齢 ､

エ ネル ギ
ー

とた ん ばく質摂取量 の N A R
､ 寄生 虫症 と貧血 の 有無 ､

I G F _I

と I G F B P - 3 の Z ス コ ア を独 立変数 ､
H A Z

､
W A Z を従属変数と した重回帰分析 を行 っ た

｡

そ の 結果 ､ 疾病は C hild h o o d にお い て の み有意 な説明変数となり
､ 栄養 素摂取量 の影響

は見 られ なか っ た
｡

また
､

I G F - Ⅰ の Z ス コ ア は
､

全 て の成長段階に お い て 強 い効果を示

し､ 特に A d ol e s c e n c e の 前期 にお い て は
､

そ の 説明率が
､

H A Z に対 して は 0 .2 9 7
､ W A Z

に対 し て は 0 .3 6 4 と高値 で あ っ た
｡

4 . 考察

本対象集団は ､
J u v e nil e の 前期ま で は C D C 標準値よ りも成長量が少 なか っ た ｡ イ ン ド

ネ シ ア の 富裕層 で は同 時期 の 成長が C D C 標準値 と同様 で あると い う報告が複数み られ

るた め
､ 農村部 で の 貧 しい 生活環境が こ の ような成長 の 遅れ をもた らした と考 えられ る ｡

しか し
､

J u v e nil e の後期か ら A d ol e s c e n c e の 前期 にか けて は
､

C D C 標準値 と 同様 の成長

を示 し
､ 環境以外 の要 因が成長に影響す る こ とが 示 され た

｡

寄生虫症や貧血 の罷患率に は
､ 成長段階 によ る差がなか っ た が ､ こ れ ら の 疾病が 栄養

状態に及ぼす影響 は
､

C hild h o o d にお い て の み有意 で あ っ た
｡

c h ild h o o d の 成長は ､ 下痢

症な ど の疾病 の 影響を受 けやす い と い うこ と は一般 に言われ て きた が
､ 軽度 の寄生 虫症

や貧血 な どに つ い て も C hild h o o d の 子 どもが影響 を受け て い る こ とは新た な発見 で あるo

イ ン ドネ シ ア で は寄生虫症の 予 防プ ロ グラ ム が小学校 ベ ー

ス で 行われて い るが
､ 寄生 虫

症 に よ る成長 - の 影響が 顕著な就学前 の 子 どもに 焦点 をあて る べ き で ある こ とが示 さ

れ た
｡

I G F -Ⅰ レ ベ ル は成長 と非常に強 い相 関を示 し､ 特に A d ol e s c e n c e 開始 の 1 年後に男女 と

も最も強 い 相関を示 した (相関係数 ; o .9 1
､

0 .7 0) ｡
そ し て

､ そ の 翌年 に男女 ともに身長

の 最大成長が 見られ た
｡

I G F -Ⅰ の 思春期前後 の 成長 - の影響に つ い て ､ 本研究に より
､

I G F -I レ ベ ル が A d o le s c e n c e 初期 の成長に非常に強 い相関を示 した こ とか ら
､ 急速な思春

期成長は I G F -Ⅰ レ ベ ル の 上昇 によ っ て もた らされ ると考 え られ る
｡

また
､

I G トⅠ レ ベ ル

は p u b ert y の お こ る J u v e nil e か ら A d ol e s c e n c e - の 移行期 にお い て
､ 栄養素摂取量と 強 い

相 関を示 し
､ 思春期 の 開始は適切 な栄養素摂取 に よ っ て 促 され る可能性が強く示 唆され

た ｡
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